
利便性向上で患者様にも現場スタッフにも
大きなメリットがありました

ご導入について
院長様に聞きました。

ビジネスインクジェットプリンター導入事例

お客様インタビュー
病院・医療

患者様の待ち時間の短縮に大きく貢献
診察中の印刷はもちろん、診療前、診療後など、印刷が必要な場面が多々あります。そのような場面では連続印刷よりも、各
印刷の時間を短くした方がメリットが大きい。エプソンさんのプリンターは一枚目の出力時間が非常に速いので、トータル
での待ち時間の短縮につながっています。無駄な時間が減り作業がスムーズに進むようになった意味で、医師側のストレス
も大幅に低減しました。ファーストプリントが速くなったことで患者様にとっても、医師にとってもメリットが大きかっ
たです。

医療法人 伴帥会 愛野記念病院 様
昭和54年、長崎県島原半島の雲仙市愛野町に設立。約30年にわたり
医療活動を展開。二次救急の病院として患者様第一をモットーに、
安心で良質な医療を提供することを基本理念としている。また地域に
根差した病院、さらに専門領域においては、質の高い医療の提供を
目指している。整形外科は手術件数において県下1～2位を誇る件数に
なっている。特に手外科領域においては年間1000例を超える手術を
行い、全国でもベスト５に入る件数となり、手外科専門医を目指す医師
たちが全国より集まる。

お客様の
ご紹介

： 長崎県雲仙市愛野町
： 全病床 234床
 一般病床 175床《ハイケアユニット入院医療管理料1（8床）含む》
 療養病床《地域包括ケア病棟入院料2》59床

■お客さまデータ
　所 在 地
　病 床 数

導入製品

低印刷コスト、大容量インクパック、
高生産性を兼ね備え、利便性を追求したモデル
■設置場所：診察室・受付

PX-S380×60台

院長 古賀　宏延様

当初はレーザー方式よりもインクジェット方式の方が消耗品交換の手間がかかると思っていました。しかし実際に使用して
みると、インクジェット方式の方が圧倒的に消耗品交換の手間は少なかったです。カートリッジを一つ一つ交換する家庭用の
イメージとは違い、大きなインク交換一回で済むのはとても助かります。

消耗品交換の手間が削減され、負担軽減に

PX-S380 

LP-S180DN  

医療現場で求められる高生産性を実現
A4モノクロ ビジネスインクジェット

プリンター (PX-S380)

4.8秒※16.4秒※1

インクジェットプリンターは熱を使わないから
1枚目から速い！

大容量インクで消耗品交換の手間を削減

10,000枚※1印刷可能な大容量インク搭載

9回
33回

※1 測定条件等はエプソンのホームページでご確認ください。 ※2 LP-S180DNの1本あたりの印刷可能枚数は当社算出基準による参考値。

※月1,500枚×5年間の印刷を想定

A4モノクロインクジェットプリンター

以前使用していたレーザープリンターは印刷物が上部から出るタイプでした。そのため上部のスペースはどうしても空けて
おかなければいけなかったのですが、このインクジェットプリンターは上部がフラットな形状のため、書類やカルテが置ける
し、何かこぼしたりしても、機械の中に入っていってしまう、という心配も無いので、助かってます。

日々の業務をサポートするデザイン

A4モノクロ レーザープリンター
(LP-S180DN)

〈例〉モノクロ印刷を90,000枚印刷した場合

※2



●患者様の診療時間を
　トータルで短縮できる

●日々の院内作業の効率が向上●交換部品が少ないためメンテナンスの
　手間が削減できる

●ウォーミングアップタイムが短く、
　ファーストプリントが速い

ご利用メリット

まとめ
ご導入ポイント

ご導入の感想を
聞いてみました

メンテナンスの手間や印刷待ちのストレスなど
日常業務の負担を大きく削減できました

プリンターは一つの事務機器になりますが、現場（院内）の人たちのイメージは、電子カルテとプリンターの二つが大きく
まとまって一つの医療機器という考え方があります。そういう現場で、プリンターの印刷レスポンスが速い（ファーストプリ
ントが速い）ということは、トータルの診察として見た時、医療にかかる時間やロスが少ない。その結果、現場でのストレスも
無くなり、同時に管理部へのクレーム等の連絡も少なくなり、相互に非常にメリットを感じております。

印刷待ちのストレスと運用管理部への問い合わせが軽減

診察室以外で受付でもプリンターを使用しています。朝どうしても受付に行列ができてしまいます。これまでも受付するに
あたりお待たせすることはあったのですが、印刷のレスポンスが速い分、患者様に受付表をお渡しする時間の短縮に
繋がっております。同時に診察にも早く向かっていただけるので、非常に機能的効果があると思います。

印刷時間短縮が患者様の待ち時間短縮に

一番大きいメリットはメンテナンス面ですね。現場の人たちは基本的に医療のことに集中するというのが重要なので、
事務機器のメンテナンスは簡素なことが最も大切です。レーザー方式の場合はドラムやトナーなど交換部品がインクジェット
方式に比べて多かった。インクジェット方式は交換部品が少ないぶん手間が少なくて済むという面で非常に助かっています。

メンテナンスの手間が削減

電子カルテ運用管理部
課長　内藤　二郎様

電子カルテ運用管理部
岩永　周作様

ご導入業者様より

オフィスメーション株式会社
ヘルスケア事業本部　
医療グループ　部長
山之口　崇様

～インクジェットプリンターを提案された理由～
●メンテナンス性の良さ
紙詰まりのしにくさ、消耗品の交換のしやすさなど、メンテナンス性が良いものを提案させ
てもらいました。そのなかでお客様が実際に試されて、インクジェットが良いと感じられ
たからこそ選ばれたのだと思います。

●トラブルの少なさ・サポート
システムを提案をする側としては、プリンターでトラブルが起こると、それがそのまま
システムの評価につながってしまいます。そういった観点で、トラブルも少なく、サポートも
しっかりしていたエプソンのインクジェットプリンターを提案させていただきました。

ビジネスインクジェットプリンターの購入を検討されているお客様のお問い合わせ先

エプソンインフォメーションセンター

050-3155-8100
上記電話番号はKDDI 株式会社の電話サービスを利用しています。

受付時間 9：00～17：30月～金曜日（祝日、弊社指定休日を除く）

エプソン販売株式会社

エプソンのホームページ

www.epson.jp


